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本論文は， リチウムおよびボロンの中性子弾性散乱断面積を 5 MeV から 14MeV までのエネルギ一
範凶に亘って 2 体クラスター理論に基づいて解析評価したもので， 5 章からなっている。
第 1 章では， リチウムとボロンの核データが原子炉や核融合炉の開発研究のために要求され，現実
的な核構造理論に基づく実験データの解析子法が必要で、あることを述べ，本論文の中性子弾性散乱理
論で占める位置を明らかにしている。




第 3 章では，第 2 章で述べたモデルが， α 粒子と三重陽子とのクラスター構造をもっ 7Li にも適用
可能なように，理論の一般化を行い，それを用いて 6Li と 7Liのクラスター形成の確率を比較している。
第 4 章では， 3 体クラスター構造を示す lOBおよびllBの中性子散乱断面積の解析を実施するために













(2) 7Liがα 粒子と三重陽子に分かれる確率が， 6Li がα 粒子と重陽子に分かれる確率の約 2 倍あるこ
とを示している。
(3) 3 体クラスター構造を示す lOB， llB も 2 クラスター理論の拡張により取り扱いうることを示し，
準自由散乱過程の断面積の寄与がリチウムの場合より小さいことを示している。
以上のように，本研究は，炉材料として用いられる軽い原子核の核データの解析に新子法を導入し
たもので，炉設計ならびに炉物理理論に寄与するところが大きく 博士論文として価値あるものと認
める。
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